

























































































































































































































































































































































プライバシー 97．！％ 91．9％ 87．6％
ボランティア 97．2％ 90．8％ 86．2％

















































































60歳以」：：（ ． 4f．3 ・・、24←60歳以上で
　　　　　　fしばしばある」が突出
図3　外来語や略語の意味が分からず困った経験（国民）
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図4　分かりやすく言い換えてほしい分野（複数回答）
　最後に，③自治体調査の結果から，一例として，情報の発信者側が「外来語」言い換え提案の
必要性についてどう考えているかを見ておこう。図5は，②の国民を対象とした全国調査の同じ
項目の結果を併せて示したものである。国民は6割をやや超える程度の人が必要と思っている
のに対して，霞治体の首長はほぼ8割が必要と思っており，広報にかかわる部署の責任者が7割
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台でそれに続き，一般職員も7割を少し下回る程度となっている。総じて自治体関係者のf外来
語」言い換え提案の必要性に対する意識は高く，期待をもって迎えられていることが分かる。
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図5　「外来語」旧い換え提案の必要性
4．「調査研究」から「提案」へ
　以上，駆け足で見てきたことからも分かるように，国立国語研究所が行ったf外来語」言い換
え提案（2002年～2006年）は，現実の言語問題と社会的な要請に応える，日本における新しい
研究動向の一つであったと言うことができる。
　國立圏語研究所は，1948年の翻立当初より「堺町生活研究」の名の下で，書葉が実際の暮ら
しの中で使われる姿を，科学的な調査研究に基づいて明らかにする仕事を推進してきた。2．2．で
紹介した語彙調査も，国民の雷語生活に密着した様々な媒体における書き言葉の実態を解明する
ために，その一環として実施されたものである。
　今圏のプWジェクトの薪しさは，このような国立国語研究所のよき伝統とも言える雷語生活研
究の流れの中で，公共媒体における外来語の使用実態と人々の外来語緩緩意識を科学的調査研究
によって把握するにとどまらず，さらに委員会を組織し国民各層の衆知を結集して，難解な外来
語の言い換え提案にまで踏み込んだところにあると讃えるだろう。
　三三生活研究は，欧米の言語研究の潮流とは別個に，日本で生まれた独欝の社会言語学研究で
ある。今回の「外来語」言い換え提案は，社会への直接的な貢献を目指す点で，それをさらに～
歩繭進させる企画となった。向かう方向は，日本の言語生活研究の開拓者の一一人，故徳Jll宗賢氏
が最晩年に徳川（1999）で提唱した「ウェルフェア・リングイスティクス」（「福祉讐語学」ヂ厚
生醤語学」の意）の構想と軌を一にするものである。その核心にあるのは「社会の役に立つ書語
研究」「人々の幸せにつながる霧語研究」という理念であり，その理念に沿った研究活動の実践
が求められているのである。
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　現代社会において，民主的な社会運営や偏りのない公平な行政サービスを実現するためには，
人々の問に情報格差を生まないようにする政策的な配慮が必要である。外来語に限らず，書葉の
「分かりにくさ」が，社会生活に必要な情報を共有するうえで大きな障害となることは明らか
である。情報の受け手に配慮した，分かりやすい言葉遣いを工夫することが何よりも大切である
が，外来語のほかにどんな問題があるのか，それを見極め適切に対応していくことが，次に向け
ての第一歩となるに違いない。
5．おわりに
　以上が今回の講演の内容である。「外来語」奮い換え提案と，そのために実施した各種の調査
研究の具体例は，実は，国内では発表の機会があるごとに，繰り返しをいとわず取り上げてきた
題材ばかりである。「提案」という公表形態をとった以上，その内容を広く社会に向けて「普及」
することは不可欠の活動だったので，自ずと説明に使う題材は分かりやすくて説得力を持つもの
になっていった。
　中国での講演の題目は，この話題が初めての聴衆にも近づきやすいよう「言語問題への対応を
志向する日本語研究」と説明的なものを選んだが，筆者のねらいは欝うまでもなく結びの部分で
持ち出した「福祉言語学」に目を向けてもらうことにあった。ややもすると見失いがちなことで
あるが，社会欝語学の名の下に行われる研究活動は，欝語問題への確かな視線を保持し続けると
ともに，社会への知の還元をいつも意識して実践されなければならないと考えるからである。
　本稿では，国立国語研究所「外来語」言い換え提案とそれを支えた調査研究を総括して，「福
祉言語学」の一つの試みと位置付けた。最近では，平高史也（2005），渋谷勝己（2007）など，
故徳川宗賢氏が唱えた「ウェルフェア・リングイスティクス」に言及する実践報告やエッセイも
Hに付くようになった。いずれも，それぞれの立場からの「福祉言語学」事始であると筆者は見
ているが，同様の試みや主張がさらに様々な領域で盛んになされることを期待したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　例えば，「外来語」謡い換え提案の経緯については，国立国語研究所「外来語」委員会編（2006）
　　の「編集後記」を参照。また，「外来語」言い換え提案の趣旨と具体的な内容については，国
　　立国語研究所（2006）所収の拙稿「『「外来語」言い換え提案2は何を目指しているか」を参照。
　　この活動に関連する，論文講演，広報紙等の多様な媒体による発表物については，国立国語
　　研究所（2007）の巻末リスト「外来語についての調査研究の発表物」を参照。
2　北京臼本学研究センター（2007）の27ページから本文を引用。
3　図！，図2とも，数字は自立語全体（但し，入名・地名を除く）における各語種の百分率を示
　　す。なお，雑誌の「広籍」部分に現れた語は，新旧調査の条件をそろえるため，この集計では
　　予め除外した。
4　1994年刊行の雑誌70誌調査では，「広告」部分を含めた調査も行っている。その集計結果に
　　よれば，異なり語数の順位は「外来語（359％）〉漢語（32．6％）〉和語（25．3％）」であり，
　　外来語がわずかながら漢語を逆転して第一位になっている。シンポジウムの講演では，こちら
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　　のデータを示したために，会場から驚きの声が上がるとともにデーータの集計法について確認の
　　質問がなされた。本稿では，注3に述べた理由により，「広告」を除外した集計結果を掲げて
　　いる。
5　調査内容の詳細と結果の分析については，岡立国語研究所（2004，2005b，2007）を参照。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付　記
　中国で開催の國際シンポジウムにおいて，今回のようなテーマで講演を行うについては，あちら
の雷語研究事情に詳しい井上優氏からの助雷によるところが大きい。認して感謝の意を表する。
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